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　弥治郎こけし村オープン〃
』蜀喰し弥治郎こけし村がオープンいたしました。

滝の流れるイベント広場や芝生広場、それに遊具もあって

一日楽しめそう。その他にこけし工人の工房があって、こけ

し作りを実際に見られますよ。

本館は展示室、休憩所、地場産品の展示即売コーナーの

ほかに、研修体験コーナーではこけしの絵付けも楽しめま

す。あなたのオリジナルのこけしをどうぞ〃
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長
寿
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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進
む
高
齢
化
と
高
ま
る
保
健
・
福
祉
二
ー
ズ

　今やわ

が
国
は
、
世
界
で
一
番
長
生

き
の
国
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
出
生
率

は
年
々
低
下
し
、
急
速
に
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　平成

32

年
（
二
〇
二
〇
年
）
に
は
、

四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢

社
会
が
実
現
や
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。　

で
は
自
石
市
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

全
国
平
均
や
県
平
均
を
上
回
る
勢
い
で

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
が
、
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
の
で
す
。
ね
た
き
り
、
痴
呆
な

ど
の
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
高
齢
者
を
と
り
ま
く
環
境
は

年
を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
に
は
、
核
家
族
化
の
進

行
、
扶
養
意
識
の
低
下
、
女
性
の
社
会

進
出
な
ど
に
よ
る
家
族
の
介
護
力
の
低

下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
こ
そ

長
寿
社
会
の
基
盤
づ
く
り
を
急
い
で
や

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
そ
し
て

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
で
は
平

成
n
年
度
を
目
標
に
、
高
齢
者
の
保
健

福
祉
等
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ

て
進
め
る
か
を
示
す
「
高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
）
」
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
白
石
市
も
「
白
石
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
が
一
体
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
た
め
の
今
後
の
施
策
の
方
向
と
目
指

す
べ
き
目
標
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
「
白
石
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
市
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
た
ち
な
が

ら
、
市
民
の
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

活
力
に
満
ち
た
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
高
齢
者
や
若
者
も
、
障
害
者
や
健
常

者
も
、
人
間
と
し
て
同
じ
社
会
の
な
か

で
、
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
社
会
こ
そ

が
ノ
ー
マ
ル
（
正
常
）
な
社
会
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
。

▼宮城県のゴールドプラン

「宮城いきいき長寿2000プラン

ゴールドプラン

　21世紀までの10年問（平成2年度か

ら平成11年度まで）に、急いで行わな

ければならない事柄について、平成元

年12月に国が策定したのがゴールドプ

ラン（正式名称は「高齢者保健福祉推

進十か年戦略」）です。

　この計画では特に、お年寄りが住み

慣れた自宅で老後をおくることができ

るような在宅福祉に力を入れています

具体的には21世紀までに次のような目

標を設定しています。

●市町村における在宅福祉対策の目標

　・ホームヘルパー　　　　10万人

　。ショートステイ　　　5万床

　・デイ・サービスセンター　1万か

　。在宅介護支援センター　1万か所

　・在宅福祉事業の実施団体（財団法

　　人など）を全市町村に普及させる。

（蟹繋細《白石市の将来推計人ロ》
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サービスの具体的な整備内容

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

平成11年度

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
に

対
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、

食
事
の
介
護
や
身
体
の
清
拭
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
掃
除
や
洗
濯
・
買
い
物

な
ど
の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
今
後
、
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
増
加
に
伴
い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
増
員
と
と
も
に
、
量
的
に
も
質
的
に

も
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。■

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
通
所
施
設
）

　
現
在
の
「
吹
上
荘
」
一
ヵ
所
か
ら
、

4
ヵ
所
に
拡
充
・
整
備
を
し
て
い
き
ま

す
。■

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
（
老
人
短
期

　
入
所
）

　
現
在
、
「
八
宮
荘
」
で
実
施
し
て
い
る

15

床
の
ほ
か
、
平
成
1
1
年
度
ま
で
に
建

設
予
定
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
内
に
、

20

床
を
確
保
し
ま
す
。

鱗
調
　
！
鱒

■
そ
の
他

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を
増

設
し
て
い
き
ま
す
。
「
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
」
も
、
待
機
者
が
な
い
よ
う
拡
充

・
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
i

　
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の

発
信
基
地
と
し
て
の
情
報
管
理
サ
；
ビ

ス
を
中
枢
機
能
と
す
る
セ
ン
タ
ー
を
建

　　　　　　　　‘9T－　桑
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ホームヘルパーによる介護サ

在
宅
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

■
訪
問
指
導

　
現
在
の
保
健
婦
等
に
よ
る
訪
問
に
あ

わ
せ
て
、
栄
養
士
・
歯
科
医
師
・
理
学

療
法
士
な
ど
に
よ
る
訪
問
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

■
老
人
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
、
医
療
機
関
な
ど
に
併
設
し
、
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

■
機
能
訓
練

　
「
ね
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
、

機
能
訓
練
場
所
の
整
備
と
、
理
学
療
法

士
な
ど
の
専
門
職
の
確
保
、
通
所
困
難

な
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
教
育

　
若
い
頃
か
ら
「
自
ら
の
健
康
は
自
ら

守
る
」
意
識
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、

さ
せ
な
い
」
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普

及
・
啓
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
診
査

　
受
診
率
を
上
げ
、
病
気
の
重
症
化
を

未
然
に
防
ぎ
、
市
民
の
多
く
が
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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八宮荘での機能訓練

設
し
ま
す
。

■
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
2
4
時
間
体
制
で
、
在
宅
の
介
護
の
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
平
成
1
1
年
度
ま
で

に
、
中
学
校
区
に
あ
た
る
市
内
5
ヵ
所

に
設
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
現
在
、
「
八
宮
荘
」
が
あ
り
ま
す
が
、

平
成
1
1
年
度
ま
で
に
新
た
に
1
施
設
を

確
保
し
ま
す
。

■
老
人
保
健
施
設

　
現
在
、
「
あ
さ
く
ら
ホ
ー
ム
」
が
あ

り
ま
す
が
、
仙
南
広
域
圏
の
中
で
、
増

床
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　
平
成
1
1
年
度
ま
で
に
新
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設
し
、
5
0
人

規
模
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。

関
連
す
る
事
業
の
充
実

　
今
後
、
高
齢
者
の
二
ー
ズ
に
適
切
に

対
応
し
、
き
め
細
か
な
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
、
地
域
住

民
・
民
間
団
体
等
の
協
力
が
何
よ
り
も

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
子
供
の
頃
か
ら
福
祉
の
心
が

身
に
つ
く
学
校
教
育
を
行
っ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
。

　
高
齢
者
の
二
ー
ズ
に
最
も
適
切
な
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
調
整

し
、
提
供
す
る
た
め
に
、
市
福
祉
事
務

所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
」
を
、
今
後
ま
す

ま
す
有
効
に
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

自石市高齢者保健福祉計画

祉福療医健保

在宅福祉サービス施設サービス在宅保健医療サービス

●ホームヘルプサービス事業

●ディサービス事業（通所施設）

●ショートステイ事業（老人短期

　入所）

●その他

●総合福祉センター

●在宅介護支援センター

●特別養護老人ホーム

●老人保健施設

●ケアハウス

●訪問指導

●老人訪問看護ステーション

●機能訓練

●健康教育

●健康診査

　　　　　　↓

高齢者サービス調
↓

一
麗

「白石市長寿社会ビジョン策定に関するアンケート調査」の分析結果〔㈱都市構造研究センター分析〕

　　　　40歳以上の市民、ひとり暮らし老人、ねたきり老人1，500人を対象に実施し、

　　　　回収率68．8％の結果を分析した内容です。

　　　〔まとめのイメージ〕

自らの健康への関心が高く、暮らしの
中で健康づくりを実践する
健康への不安を内在する

施設より在宅介護を希望し、さらに近
親者介護を希望する
将来の備えには楽観的である

福祉サービスの段階性あり
　（自宅→訪問→医療）

寝たきりになりたくない
将来の保証としての特別養護老人ホー
ムを考えている

頼みの綱は身内と思っている
介護人は責任感が強い

●健　康　　　　　　　　〔単純分析〕

　　・自らの健康への関心が非常に高い
　　・現在、健康な人が多い　　　　　　　　　　　　i一一〉
　　・健康づくりの実践は「身近、日常活動」

●将来への備え

　　・身近（近親者）なマンパワーヘの期待が高い
　　・自宅介護希望率が高い　　　　　　　　　　　　　i一＞
　　・他人からの介護に抵抗がある

●福祉サービスの要望’

　　。在宅福祉サービスの認知度は高い
　　・サービスの認知方法は多様…65歳以上は民生委員i
　　・施設よりも在宅サービスを希望　　　　　　　　←→
　　・受けたいサービスと市が実施すべきサービスに隔i
　　　たりがある

●被介護者の状況

　　・主介護者、補助介護者とも身内依存
　　・直接介護が大変である　　　　　　　　　　　　i 〉

　　・相談相手は身内

福祉サービスの需要は増加する一方で
ある

、
け

将来に備えた介護施設を望む
被介護者の状態で施設要望が異なる

－
b
閣
－

●福祉サービスの利用

　　。利用希望と希望しないの二極化の傾向がある
　　。今後の利用量、利用頻度の増加を希望

●福祉サービスの改善要望

　　・やはり介護支援の施設がほしい
　　・特別養護老人ホームと在宅支援サービスを要望
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二
年
連
続
女
性
1
人
が
受
賞

　
五
月
六
日
、
第
三
十
六
回
全
日
本
こ

け
し
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
白
石
蔵

王
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
今
回
の

受
賞
者
、
延
べ
八
十
四
人
に
賞
状
と
ブ

ロ
ン
ズ
像
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
注
目
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
は
千
葉
県

の
猪
狩
ふ
み
子
さ
ん
の
創
作
こ
け
し
「
向

い
風
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
近
年
は
女
性
工
人
の
上
位
へ
の
入
賞
が

目
覚
ま
し
く
、
同
賞
も
女
性
が
二
年
連
続
、

四
度
目
の
受
賞
と
な
℃
ま
し
た
。

　
猪
狩
ふ
み
子
さ
ん
の
作
品
は
「
創
作

こ
け
し
に
新
し
い
時
代
の
風
を
感
じ
さ

せ
、
和
服
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
飛
躍
し
た

出
色
の
作
品
で
あ
る
。
」
と
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
し
た
。

　
出
品
作
品
全
体
に
つ
い
て
は
「
一
定

レ
ベ
ル
の
水
準
を
保
と
う
と
す
る
努
力

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
　
　
光
伸

宮
城
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
孝
志

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
最
上
　
　
稔

日
本
貿
易
振
興
会

　
仙
台
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
保
男

朝
日
新
聞
社
賞
　
　
　
　
新
山
　
民
夫

産
経
新
聞
社
賞
　
　
　
　
高
橋
と
し
子

宮
城
テ
レ
ビ
放
送
賞
　
　
佐
々
木
克
己

白
石
市
商
工
会
議
所
会
頭
賞
矢
ノ
目
浩
孝

白
石
市
観
光
協
会
長
賞
高
橋
と
し
子

が
感
じ
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
差
は

僅
差
で
し
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
市
内
で
は
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

運
輸
大
臣
賞

中
小
企
業
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

青
森
営
林
局
長
賞

宮
城
県
知
事
賞

　
　
〃

　
　
〃

郡
馬
県
知
事
賞

秋
田
県
知
事
賞

大
会
長
賞

　
〃

　
〃

米
沢
市
長
賞

姉妹都市・友好都市受賞作品

小
倉
　
勝
志

佐
々
木
　
功

斎
藤
　
庄
悦

新
山
真
由
美

高
橋
　
達
郎

加
賀
沼
昌
行

佐
藤
　
幸
一

加
賀
沼
勝
子

新
山
　
吉
紀

武
田
　
憲
雄

佐
々
木
克
己

鎌
田
　
孝
市

高
澤
　
紀
市

登
別
市
長
賞

轟禦璽羅ア
札
幌
市
長
賞

慨
海
老
名
市
長
賞

聾
豊
垂
嚢
舜
雫
雛
垂
態
忌
ま
壺
轟
3
畿
轟
善
轟
鵡
壷
嚢
嚢
。
雛
，
鵠
申
》
ψ
‘
u
｝
轟
苫
り
き
聾
‘
雛
。
”
壷
、
u
v
、
u
u
占
｝

終終繍艦脚鱒俸　
照
り
か
げ
る
庭
　
　
　
　
白
石
市
　
太
田
み
つ
よ

　
遠
刈
田
の
湯
宿
に
つ
ず
く
こ
け
し
橋
共
に
渡
り
し

　
父
母
も
今
亡
き
　
　
　
　
仙
台
市
　
小
林
み
ゆ
き

　
旅
ご
と
に
こ
け
し
買
い
き
て
床
の
問
に
並
べ
て
老

　
の
楽
し
み
と
す
る
　
　
　
柴
田
町
　
加
藤
　
昭
三

榊　
日
本
の
心
と
笑
顔
忘
る
な
と
留
学
の
娘
に
こ
け
し

　
送
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
青
木
　
庄
三

襯
木
の
箱
に
仕
舞
い
て
置
き
し
禾
の
こ
け
し
は
誰

　
れ
の
賜
物
な
ら
ん
　
　
　
白
石
市
　
山
田
　
よ
ね

　
出
張
の
み
や
げ
に
亡
夫
の
買
い
呉
れ
し
こ
け
し
も

　
古
り
て
我
も
老
い
た
り
　
青
森
市
　
宮
田
　
富
子

　
選
者
詠

　
辛
夷
咲
く
山
路
を
ゆ
く
に
ひ
そ
か
な
る
こ
け
し
部

　
落
に
輔
轍
挽
く
音
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三

金
因
本
こ
け
し
コ
ン
タ
ー
ル

　
　
　
歌
壇
・
俳
壇
・
柳
壇
入
選
作

圏
幽
　
川
股
兵
・
・

進
学
を
諦
め
し
子
が
こ
け
し
挽
く
父
亡
き
あ
と
の

家
業
を
継
ぎ
て
　
　
　
　
仙
台
市
　
青
木
　
周
子

妻
病
め
ば
外
食
を
し
て
帰
り
来
ぬ
部
屋
の
こ
け
し

が
笑
顔
で
迎
う
　
　
　
　
豊
橋
市
　
原
田
　
士
朗

故
里
を
恋
つ
つ
老
ゆ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
妹
に
送
る
こ

け
し
購
う
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
伊
藤
千
枝
子

弥
勒
菩
薩
像
を
頼
り
に
描
く
と
う
こ
け
し
人
形
の

顔
立
ち
優
し
　
　
　
　
　
塩
釜
市
　
加
藤
　
武
夫

積
ま
れ
ゐ
し
こ
け
し
原
木
尺
余
に
て
切
り
口
匂
ふ
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∈繍｛繍鰭欄｛ト儲一｛矧
一
堂
に
日
本
の
こ
け
し
館
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
上
市
　
小
川
　
夕
蛙

七
曲
り
経
て
来
し
花
の
こ
け
し
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
川
町
　
坂
田
　
栄
子

春
の
居
問
ピ
ア
ノ
の
上
の
こ
け
し
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
原
町
　
野
村
た
へ
子

こ
け
し
挽
く
木
屑
の
匂
ひ
若
葉
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
市
　
永
野
由
美
子

山
笑
う
こ
け
し
ば
か
り
の
旅
鞄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
高
橋
　
正
雄

春
愁
の
眉
す
こ
し
寄
す
こ
け
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
平
間
　
　
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
雛
5
器
φ
贈
“
ゆ
》
華
ー
罵
。
器
一
娑
申
蕾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯

閲
　
鈴
木
誤
差
選
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

雪
し
ん
し
ん
こ
け
し
の
里
を
寡
黙
に
し
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
虻
爆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
柳
町
仙
北
信
太
縣

招
き
猫
よ
り
も
こ
け
し
が
客
を
呼
び
　
　
　
　
　
飽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
厄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
佐
々
木
　
学
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

面
食
い
の
娘
に
こ
け
し
選
ば
せ
る
　
　
　
　
　
　
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
佐
々
木
龍
夫
魯

こ
け
し
に
も
合
格
知
ら
せ
笑
い
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
町
　
阿
部
き
く
ゑ

こ
け
し
に
は
見
ら
れ
た
く
な
い
汚
職
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
青
木
　
庄
三

ふ
る
さ
と
の
山
を
見
て
い
る
こ
け
し
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
鎌
田
　
京
子

私
に
も
欲
し
い
こ
け
し
の
平
常
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
針
生
　
重
雄

こ
け
し
展
出
て
夏
近
き
空
展
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
町
　
庄
司
　
柳
子

料
亭
の
こ
け
し
政
治
の
裏
も
知
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
高
沢
　
照
夫

こ
け
し
一
つ
買
い
傷
心
の
旅
終
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
菊
池
　
不
忘

選
者
吟

世
の
中
へ
一
喜
一
憂
す
る
こ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
誤
差

圃
幽
　
　
・
木
貞
・
・

白
木
地
の
こ
け
し
並
び
て
浅
き
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
市
　
櫻
田
　
　
宏
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辮
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
紹

よ
く
眠
る
眠
皇
け
し
や
繍
荒
井
燕

み
ち
の
く
の
こ
け
し
に
生
れ
薫
る
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
府
町
　
土
見
敬
志
郎

春
雷
に
抱
け
ば
こ
け
し
の
あ
た
・
か
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
天
野
十
四
一

選
者
吟

花
辛
夷
一
気
に
咲
き
し
こ
け
し
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
貞
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

AM9：00

　全日本こけしコンクール開

始〃小雨の降る中早い人は27

日から並んでいたそうでごく

ろうさまです。展示即売会場

で見たおじいさん決め兼ねる

のか「こっちも見せてくれ〃」

AM10：00

　全日本テレホンカードまつ

りのデザインコンテスト表彰

式です。お父さんと一緒に「ハ

イ、おめでとう〃」

AM10：30

　市民会館駐車場で開催され

た地場産品まつりでこけしづ

くりの実演会場。工人の見事

な手さばきにひきつけられて、

おとうさんだんだん顔が近づ

いて行きます。

PM1：30
　春まつりパレードの稚児行

列。お父さん、お母さんに手

を引かれてしずしずと歩いて

行きます。　「でも、そこでよ

そ見している子、だ一れ？」

PM2：15
　勇猛な甲冑行列の一コマ。

　キレイな衣装を着てしずし

ずと歩いて行きます。見物客

の外国人の家族も思わずうっ

とりしていました。

PM2：30
　駅前通のフリーマーケット

テントで。

　お客さん、夢中で色々見て

います。　「何か、いいもの見

つかりましたか？」

AZ9　川学校を開催します
　「水」と「環境」をテーマに、河　　　※子供会等の団体で参加され

川での遊びや学習をとおして自然環　　　る場合は、市役所企画財政課

境や自然と共生していく暮らしのあ　　　内「川学校募集係」（a25－2111

り方を素肌で感じ考える楽しいイベ　　内線361）までお申し込みくだ

ントを白石で開催します。　　　　　　さい。

○日時　7月31日10100～15：00

0場所白石川緑地公園
o内　容　魚取り指南、冒険川下り、

　　　　自然アート等

○実行主体

　　　A　Z9川学校実行委員会



　
弥
治
郎
こ
け
し
村
の
入
村
者
が
予
想
を
は
る
か
　
　
介
し
よ
う
。
氏
は
佐
藤
春
二
さ

に
上
回
っ
て
い
る
。
好
調
の
原
因
は
、
半
農
半
工
　
　
な
か
っ
た
こ
と
を
い
つ
も
悔
や

と
い
う
弥
治
郎
集
落
の
特
殊
性
と
木

地
業
の
変
遷
を
、
こ
け
し
を
通
じ
て

分
か
り
易
く
表
現
し
て
い
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
工
房
、
「
こ
げ
す
」
「
ぺ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
■

融
雛
犯
盲
袈
就
詐
皆
　
　
卜
生

あ
ろ
聾
の
発
　
こ
け
し
村
　
動
ぎ
跣

に
木
地
玩
具
を
は
じ
め
多
く
の
資
料
　
　
　
　
　
　
　
市
軸
b
　
　
　
J

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
故
菅
野
新
一
氏
　
　
併
せ
　
ケ

に
魯
所
が
多
い
．
氏
の
こ
セ
研
　
　
ナ
せ
　
ン

の
家
に
行
っ
て
一
緒
に
お
茶
を
飲
み
、

話
を
聞
き
な
が
ら
譲
っ
て
も
ら
う
一

本
の
こ
け
し
に
本
当
の
良
さ
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
持
論
だ
っ
た
。
　
　
　
「
や
あ
、
ど
う
も
」
と
受
け
取

　
菅
野
氏
と
の
こ
け
し
行
脚
話
を
二
つ
ほ
ど
ご
紹
　
　
行
っ
た
ら
「
川
井
く
ん
、
戻
っ

ん
の
葬
式
に
行
け

ん
で
い
た
。
あ
る

と
き
「
先
生
、
一

緒
に
墓
参
り
に
行

き
ま
し
ょ
う
や
。

私
が
運
転
し
て
い

き
ま
す
」
と
言
っ

て
、
熱
塩
ま
で
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

帰
り
に
井
上
ゆ
き

子
工
人
の
家
に
寄

り
、
早
逝
し
た
ご

主
人
、
四
郎
さ
ん

の
霊
前
に
線
香
を

あ
げ
た
。
帰
り
ぎ

わ
、
ゆ
き
子
さ
ん

が
前
垂
の
下
か
ら

一
本
の
こ
け
し
を

「
先
生
、
ど
う
ぞ
」

と
差
し
出
し
た
。

っ
て
、
途
中
ま
で

て
く
れ
や
」
と
言

う
。
　
「
ど
う
し
た
ん
で
す
」
　
「
苦
し
い
生
活
を
し

て
い
る
だ
ろ
う
に
、
た
だ
で
も
ら
っ
て
く
る
訳
に

は
い
か
ん
」
。

　
と
こ
ろ
が
車
を
バ
ッ
ク
さ
せ
る
と
き
、
後
輪
を

堀
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
近
く
で
新
築
の

建
前
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
集
ま
っ
た
大
工
さ
ん

が
一
斉
に
車
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
た
。
や
っ
と

難
を
逃
れ
た
が
、
そ
の
間
、
大
先
生
は
後
部
座
席

に
乗
っ
た
ま
ま
、
泰
然
自
若
。

　
小
椋
久
太
郎
さ
ん
を
訪
ね
て
木
地
山
に
行
き
、

泥
湯
温
泉
に
一
泊
し
て
、
帰
り
に
阿
部
平
四
郎
工

人
や
小
野
寺
正
徳
工
人
な
ど
を
訪
ね
た
。
高
橋
雄

司
工
人
の
家
に
寄
っ
た
ら
見
事
な
こ
け
し
が
一
本

飾
っ
て
あ
る
。
菅
野
さ
ん
「
兵
治
郎
の
作
か
」
。
兵

治
郎
さ
ん
は
雄
司
さ
ん
の
父
親
で
名
工
で
あ
っ
た
。

「
い
や
、
私
が
つ
く
り
ま
し
た
。
出
来
が
い
い
の

で
飾
っ
て
い
る
の
で
す
」
　
「
う
ん
、
こ
れ
を
も
ら

っ
て
い
こ
う
」
と
、
だ
め
だ
、
だ
め
だ
と
い
う
の

を
無
理
矢
理
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

　
白
石
に
帰
る
と
「
川
井
く
ん
、
こ
れ
も
っ
て
い

け
や
」
と
い
う
。
　
「
欲
し
く
て
取
り
上
げ
て
き
た

ん
で
し
ょ
う
に
」
　
「
こ
う
い
う
作
品
は
手
元
に
無

い
ほ
う
が
雄
司
が
腕
を
磨
く
の
に
良
い
。
逆
に
、

川
井
く
ん
は
名
品
を
何
本
か
持
っ
て
る
べ
き
だ
」

心
暖
ま
る
よ
う
な
一
言
で
あ
っ
た
。

　
山
村
に
住
む
人
々
の
仕
事
や
動
植
物
、
自
然
現

象
、
民
話
な
ど
の
知
識
は
、
時
代
が
過
ぎ
る
に
従
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今
の
う
ち
に
そ
れ
を
整
理

し
発
表
す
る
の
が
、
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
育
っ
た

自
分
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
た
氏
の
民
俗
学
研
究

の
底
を
流
れ
る
も
の
は
、
滅
び
去
る
も
の
へ
の
鎮

魂
の
詩
だ
っ
た
。
そ
の
心
が
余
人
に
先
駆
け
て
、

こ
け
し
の
美
を
見
出
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　
オ
ン
ケ
ル

　
ド
イ
ツ
語
で
お
じ
さ
ん
の
意
。
菅
野
新
一
氏
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
、
氏
が
旧
制
二
高
在
学
中
に
友

人
達
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
旧
制
二
高
時
代
に
つ
ち
か
っ
た
人
脈
が
氏
の
最

大
の
財
産
で
あ
っ
た
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

野鳥のこえずしノし、つまでも

愛鳥週間を前にした5月6日、白

川中学校（岩間勝郎校長）の全校生

徒ll5人が、手づくりの野鳥の巣箱

を近くの雑木林に掛けました。

白川地区はシジュウカラ、キビタ

キなどノ1鳴のほか、フクロウも生息

しており、いわば野鳥の宝庫です。

そんな環境もあって、白川中は愛鳥

活動に熱心で、5月15日に蔵王町で

開かれた全国野鳥保護の集いでは、

林野庁長官感謝状を受賞しました。

凝謡　　
。』『

　　　　　　ロロ　　　　ボ』’－　『略麟羅病
艶撫　象
繊二灘・』禰羅
，所離・鷲㍉雛1

　　　　　　　　　瑠
巣箱は2、3年生たちが冬休みを

利用して作った20個で、近くの天神

社の森に、男子生徒が木に登り一個

ずつていねいに取り付けていました。

手づくしノのおもちやに人気

5月15日、白石市中央公民館で第

18回子どもまつりが開かれ、500人

の子どもたちでにぎわいました。

大ホールでは、手づくりの遊びに

人気が集まり、竹を材料とした水鉄

砲や竹トンボ、紙を丸めて作る吹き

矢コーナーでは、大人の指導を受け

で夢中で作っては仲間同志で遊んで

いました。

また屋外では東北電力白石営業所

の高所作業車が、子ども3人を乗せ

て7メートルの高さまで上がり、子

どもたちは歓声を上げてスリルを味

わっていました。

　墜向　 ’
・
騨

ぶ調＝，望
v　　　　、〆∫毒rド
＼葱』　擁き一
　4　　　～　伊ノ

まちかど・ズーム，A，！

あなたの声き聞かせで下ごし、

　㍉　』

臨嚢翻a空』

　「あなたはどんな看護が受けたい

ですか。一ひとりひとりが考えると

看護はもっと素晴らしくなる。」　を

モットーに、ふれあい看護体験’94が5

月12日刈田病院で開催されました。

市内の主婦など参加者12人は、ス

タッフとの打ち合せの後に指導の看

護婦さんに教わりながら患者の血圧

測定、入浴介助などを行っていまし

た。

一痢　　　　　　　＿．

骸逼
匂　 彰　 ．

、　L．r－

1＼＼・

、

園

看護体験の後に行われた懇談会で

は、家庭での介護の際の体験の必要

性や、患者とのコミュニケーション

の難しさなどの感想がきかれ、実際

に自分も家で親の看護をしていたと

いう参加者は、　「これを機会に、地

域のボランティアなどを通じて、少

しでも社会の役に立ちたい。」など

の活発な意見が飛び出していました。

みんなで力をあわせで

市内のあけぼの園、陽光園、寿光

園による三園合同大運動会が5月12

日に行われました。

この運動会は、地域の住民が役員

として協力し、また地域の子供の参

加種目などもあり歓声がこだまして

いました。

嵐‘

麟愈“一
　　軌聾■

　　＼　幽
　　竪踏一聾　』　く
最大の見せ場は、各園が趣向を凝

らしたアトラクションで、園生がそ

れぞれ仮装しての踊りや演劇に、や

んややんやの歓声がとんでいました。

10月には陽光園まつりがあるそう

です。

遡

騰

一
隙
護
醤
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繕
．
－
盆

　
　
　
　
還
紀

　
　
　
　
．
無
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霰
躍

毒

　
　
㌧
影
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．
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工
一

丁
鶏
　
．
吠

噸
甥

城下町の風景壼再発見

朝仕事と砂糖が
長寿の秘訣？

5月14日、めでたく白寿を迎えら

れた小熊重治郎さん（白川津田）を

川井市長が訪れ、祝状と金杯を贈り

長寿を祝いました。

重治郎さんの日課は、毎朝近くの

田んぼを見回り、畑仕事をすること。

家の回りの草刈りなども一人でこな

すほど元気です。

特に甘いものには目がなく、ご飯

にもおかずにも砂糖をかけて食べる

そうで、重治郎さん独特の長寿の秘

訣かもしれませんね。

　　書・・炉

美しい自然や町並みを歩きながら、

クイズやゲーム．を楽しむ第11回全国

ウォークラリー大会が5月15日、全

国一斉に開かれました。

白石市では、白石城跡や武家屋敷

などをめぐる4コース（4．6㎞と3．8

km）に、小中学生や家族連れなど88

チーム、352人が参加。途中に10か　・

所あるチェックポイントでは、「武

家屋敷の屋根は何でできていますか」

といったクイズがあり、参加者は解

答を探しながら、雨にぬれた城下町

の風情を再発見していました。

白石城き市民の手で

＝巳司 艦謡

白石城三階櫓の復元を市民の手で

と、平成3年より、瓦一人一枚運動

を展開していた白石城三階櫓復元推

進市民の会がこのほどその活動を終

え、佐藤孝一会長、大泉監事（白石

市農協専務）等が5月17日に川井市

長を訪れ、期間中に市民7，032人よ

り寄せられた13，822，521円を手渡し

ました。

幽．．』．・

　　　國．σ，．、1

白石城三階櫓は今年10月の完成を

目指して工事が進められており、そ

の屋根部分には、寄付をされた方々の

名前入りの瓦が使われることになっ

ています。
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会
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自
然
の
ま
ま
そ
の
ま
ま
で

喜・

櫻

　
身
近
な
山
野
草
か
ら
樹
木
ま
で
、
自

然
の
ま
ま
の
姿
を
観
察
し
な
が
ら
、
そ

の
美
し
さ
に
ふ
れ
、
こ
れ
を
愛
し
て
ゆ

こ
う
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
っ
て
い
る

会
で
す
。

　
六
年
前
の
結
成
当
時
は
、
中
央
公
民

館
の
講
座
と
し
て
発
足
し
、
渡
辺
信
有

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
草
木
の
名
前
や

薬
草
、
毒
草
の
見
分
け
方
、
食
用
に
な

る
も
の
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
結
成

よ
り
三
年
目
に
は
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
と

し
て
自
主
運
営
を
始
め
、
四
年
目
か
ら

は
、
佐
々
木
敏
雄
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

最
近
で
は
白
石
周
辺
か
ら
他
県
に
ま
で

足
を
延
ば
し
視
野
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
は
勉
強
と
趣
味
を
兼
ね
た
、
実

用
向
け
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
人
の
和

と
自
然
保
護
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
五
月
よ

り
十
一
月
ま
で
月
二
回
集
ま
り
勉
強
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
学
び
得
た
も
の
は

植
物
の
生
命
力
の
強
さ
と
、
こ
の
強
い

植
物
も
周
り
の
環
境
（
土
地
、
気
候
）

が
合
わ
ね
ば
育
た
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
美
し
い
か
ら
、
珍
し
い
か
ら
と
採

っ
て
き
て
植
え
て
も
、
二
、
三
年
で
枯

佐
藤
石
太
郎

員
治

　会

雛
貞

文
螺
藤

と
の

真
川
佐

写
白

　
　
蜜

－
鐙
・
鵯

～
細
、

　
塾
ぬ、

蘭
弧
硯

殿
”
　
　
『

　
　
響

れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
環
境
が
合
え
ば

種
や
挿
芽
で
も
ど
ん
ど
ん
殖
え
て
ゆ
き

ま
す
。

　
花
や
樹
木
を
眺
め
な
が
ら
、
幸
せ
一

杯
の
生
活
を
送
る
こ
と
も
よ
い
こ
と
で

す
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
自
然
に
咲
い

て
い
る
花
の
美
し
さ
や
樹
木
の
見
事
さ

に
は
勝
て
な
い
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
こ
の
会
の
為
に
常
日
頃
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
中
央
公
民
館
の
皆

さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

局
地
性
が
強
い

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
八

［
蓬
建
ユ

　
天
気
の
よ
い
日
に
は
大
型
の
ア
ゲ

ハ
蝶
が
た
く
さ
ん
飛
び
回
る
姿
が
目

に
つ
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
黒
色

の
ア
ゲ
ハ
蝶
で
は
、
白
石
市
内
の
平

地
で
は
ご
く
一
般
的
に
み
ら
れ
る
（
山

地
に
は
少
な
い
）
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
チ
ョ

ウ
の
他
に
、
蠕
で
越
冬
し
た
尾
状
突

起
の
よ
く
発
達
し
た
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ

臥
、
き

ジヤコウアゲパ

　
　
ハ
の
春
型
の
成
虫
が
、
風
に
乗

　
　
っ
て
悠
々
と
飛
ぶ
姿
を
五
～
六

　
　
月
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
こ
の
蝶
は
こ
の
辺
で
は
年
二
回

　
　
の
発
生
で
、
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
、

　
　
オ
オ
バ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
に
産

卵
し
こ
れ
を
食
べ
て
育
っ
た
夏
型
の

成
虫
が
七
～
八
月
に
発
生
し
ま
す
。

産
地
は
局
地
性
が
あ
り
白
石
川
堤
防

に
は
群
生
す
る
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
他
の
地

域
で
も
個
体
数
は
少
な
い
が
み
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
よ
く
観
察
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の

雄
と
よ
く
見
ま
ち
が
え
ら
れ
る
蝶
に

オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
が
あ
る
が
、
こ
の
蝶

は
後
羽
の
前
縁
に
黄
色
い
部
分
が
あ

る
の
で
区
別
で
き
ま
す
。
オ
ナ
ガ
ア

ゲ
ハ
の
発
生
も
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
と

同
じ
く
年
二
回
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の

発
生
で
飛
ぶ
姿
は
ほ
ん
と
に
き
れ
い

で
す
が
、
個
体
数
は
そ
う
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
他
、
黒
色
の
ア
ゲ
ハ
蝶
に
宮

城
県
が
北
限
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い

る
、
後
ろ
羽
に
黄
白
色
の
班
が
あ
る

モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
ま
だ
白
石
で
は
見
て
い
ま
せ
ん

が
、
ツ
ツ
ジ
や
ユ
リ
・
ク
サ
ギ
な
ど

の
花
に
集
ま
る
の
で
、
今
年
の
六
～

九
月
に
は
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
周
囲
を

よ
く
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

り仕事について

　日用雑貨の発注と品出しの仕事を担当してま

す。お客様の欲しいときに欲しいだけ、いつきて

も売場に品物がならんでいて、お買いものし易い

売場にしたいと心がけています。
　
　
と

　
　
こ

　
　
る

　
　
　
い

　
　
　
て

　
　
　
つ

　
　
な

　
　
に

　
　
中

　
　
夢

売
場
今

　
売
｝
　スポーツではテニスや水泳などをします。以

前は車に興味のなかった私も、最近は運転がお

もしろくなっています。

　
　
　
　
　
　
工
漁

夢

みやぎ生協白石店

五十嵐恵子さん

　（26歳・上郡山）

り夢や目標

　お金を貯めて自分の車を買いたいと思います。

”白石市に望むところや白石の良いところ

　緑が多く素晴らしい自然環境に恵まれて美し

い町だと思います。

サ理想のタイプ

　私のことを理解してくれ、あたたかく包んで

くれるひとが理想です。

暫最後に一言

　コーヒーブレークに載せていただけるという

ことで驚きましたが、良い記念になりました。

●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　渡部りつさん
　　　　　　　　　（臼石市郡山）
　　4月22日～5月5日まで開催された第58回
　河北美術展に、4度目の出品で初めて洋画（水

　彩画）の部で入賞しました。

　　もともと絵を描くことは好きだったので、

　白美会に入会し仲間と共に展覧会や市民文化

　祭に出品することを励みに勉強し、58歳のと

　きに宮城水彩画展で入賞したことが本格的に

　水彩画を始めるきっかけとなりました。

　　あきらめず根気よく取り組んだことが認め

　られて大変嬉しく、これから絵の仲間が一人

　でも増えてくれればと思っています。

四鯉団【
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股
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三
選

花
好
き
の
姉
持
ち
く
れ
し
福
寿
草
鉢
に
あ
ふ
れ
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形

見
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

朝
ま
だ
き
疎
林
静
け
き
裏
山
に
湧
き
く
る
ご
と
く
小

鳥
鳴
き
交
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

目
覚
め
た
る
夜
半
の
窓
辺
に
ほ
の
淡
き
白
木
蓮
の
花

の
優
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

白
鳥
の
帰
り
し
沼
は
静
も
り
て
夕
焼
雲
を
映
し
暮
れ

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

外
米
も
食
め
る
は
嬉
し
米
の
な
く
雑
食
食
み
し
戦
時

思
え
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

雪
解
け
に
嵩
む
沼
辺
を
白
鳥
の
飛
び
立
つ
旅
に
平
安

を
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

心
新
ら
た
に
今
年
も
仕
事
初
め
ん
と
美
容
院
へ
ゆ
く

い
ぬ
ふ
ぐ
り
咲
く
道
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

温
室
に
仰
ぐ
二
月
の
青
空
に
心
あ
づ
け
て
働
く
は
よ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
和
江

子
も
孫
も
育
て
て
早
や
も
六
十
路
な
り
残
る
余
生
を

み
ち
た
り
生
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
我
妻
　
茂
子

餌
を
ま
く
わ
れ
の
姿
を
覚
え
い
て
雀
は
頭
上
を
飛
び

交
ひ
て
寄
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
辰
子

「
評
」
一
首
目
、
鉢
の
福
寿
草
が
あ
ふ
れ
咲
く
の
を

見
て
逝
っ
た
姉
を
思
う
作
者
の
心
情
あ
ふ
れ
る
作
品
。

二
首
目
、
朝
早
く
か
ら
小
鳥
が
春
の
よ
ろ
こ
び
を
告

げ
る
よ
う
に
鳴
き
交
う
。
三
首
目
、
夜
目
に
も
白
い

木
蓮
が
優
し
く
咲
く
美
し
い
歌
。
新
人
の
投
稿
が
多

く
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
。

鈴
　
木

貞
　
二
選

階
段
の
下
に
抽
出
し
種
物
屋
　
　
　
　
岩
沢

漢
方
の
店
に
飼
は
れ
て
ゐ
も
り
生
く
　
高
橋

燕
来
る
巣
作
り
や
す
き
梁
あ
り
て
　
　
佐
藤

善正伍
夫雄峯

豊
作
を
期
す
る
田
起
し
始
ま
れ
り

笹
鳴
き
や
山
畑
耕
す
ひ
も
す
が
ら

県
境
の
春
雪
映
す
阿
賀
野
川

三
十
の
苗
札
並
び
学
級
園

野
の
香
り
揚
き
込
ま
れ
た
る
蓬
餅

風
撰
ふ
熊
谷
草
の
花
の
母
衣

山
裾
に
数
多
の
暮
し
青
菜
畑

「
評
」
一
句
目
、

八
島
　
三
郎

川
村
静
恵

鈴
木
　
民
子

日
下
　
　
文

若
桑
げ
ん
じ

佐
藤
　
周
子

三
浦
　
愛
嶺

　
　
　
　
　
古
い
町
並
に
種
物
屋
が
今
も
あ
り
、

店
の
奥
の
階
段
に
抽
出
し
が
つ
い
て
い
る
の
が
な
つ

か
し
い
。
二
句
目
、
最
近
さ
か
ん
な
漢
方
薬
の
薬
種

屋
で
は
い
も
り
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三

句
目
、
燕
は
巣
作
り
易
い
梁
を
心
得
て
い
て
と
ん
で

く
る
。
六
月
定
例
会
は
六
月
二
十
六
日
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

鈴
　
木
　
誤
　
差
選

婚
約
の
幸
せ
光
る
薬
指

一
年
生
行
く
よ
全
身
バ
ネ
に
し
て

佐
藤
　
武
雄

芝
　
玄
太
郎

待
ち
ぼ
う
け
川
面
に
ゆ
れ
る
影
一
つ

伝
言
板
続
き
が
見
た
い
名
文
句

核
家
族
苦
労
無
け
れ
ど
金
も
無
し

合
格
と
決
ま
り
預
金
に
羽
根
が
生
え

定
年
後
妻
の
歩
巾
に
合
わ
す
日
々

お
花
見
の
か
ら
む
男
を
避
け
て
飲
み

花
に
嵐
の
例
え
通
り
に
花
が
散
り

止
ま
り
亦
で
コ
ッ
プ
が
聴
い
て
る
ウ
ソ
と
ウ
ソ

「
評
」
］
句
目
、
ダ
イ
ヤ
か
オ
パ
ー
ル
か
知
ら
ぬ
が
、

幸
せ
一
杯
に
光
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
が
ま
ぶ
し
い

二
句
目
、
未
来
に
向
っ
て
飛
躍
す
る
勢
い
一
杯
の
バ

ネ
の
よ
う
な
一
年
生
。
三
句
目
、
待
て
ど
暮
せ
ど
な

ん
て
待
っ
て
い
る
の
は
、
気
弱
な
男
か
も
。 一

條
　
芳
子

草
野
　
　
清

小
野
嘉
津
子

小
関
　
　
侑

米
沢
　
礼
子

宍
戸
　
　
広

近
内
　
キ
ヨ

近
江
孫
太
郎

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　毎月

†
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
臼
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

昌
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市
県
民
税
の

　
　
　
　
特
別
減
税

　
平
成
六
年
度
に
限
り
住
民
税
（
所
得

割
額
）
の
二
〇
％
（
上
限
二
十
万
円
）

が
減
税
に
な
り
ま
す
。

☆
特
別
減
税
の
実
施
方
法

　
（
イ
）
普
通
徴
収

　
平
成
六
年
六
月
分
（
第
一
期
）
の
納

付
に
お
い
て
特
別
減
税
額
（
二
〇
％
）

を
控
除
す
る
。

　
（
ロ
）
特
別
徴
収

　
平
成
六
年
六
月
分
及
び
七
月
分
を
徴

収
せ
ず
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
後

の
年
税
額
を
同
年
八
月
か
ら
翌
年
五
月

ま
で
の
一
〇
ヵ
月
間
で
徴
収
す
る
。

　　　（年額）

標準税率

均等割額1

改正前

300万円

40万円

175万円

40万円

40万円

15万円

15万円

12万円

12万円

　4万円

改正後

300万円

41万円

175万円

41万円

40万円

16万円

15万円

13万円

12万円

　5万円

市町村内の

従業員数

50人超

50人以下

50人超

50人以下

50人超

50人以下

50人超

50人以下

50人超

50人以下

法人等の資本等の金額
の区分

50億円を超えるもの

10億円を超え
50億円以下のもの

1億円を超え
10億円以下のもの

1千万円を超え
1億円以下のもの

1千万円以下のもの

2國法人税割額…・同橿二

6
　
0

脚
桑
・

　
訓
練
の
内
容

　
「
六
月
十
日
午
前
九
時
ご
ろ
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
。

　
そ
の
た
め
交
通
機
関
、
電
力
、
通
信
、

ガ
ス
、
上
下
水
道
施
設
等
に
大
き
な
被

害
が
出
た
。
更
に
セ
ラ
ビ
白
石
一
階
調

理
室
付
近
か
ら
出
火
延
焼
拡
大
し
店
内

に
い
た
買
物
客
が
↓
斉
に
避
難
口
に
殺

瞬
，

一
ヤ

．
篭

白
石
市
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

　
六
月
十
二
日
は
「
県
民
防
災
の
日
」
で
す
。

　
こ
の
日
に
は
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖

地
震
を
教
訓
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
今
年
は
十
二
日
が
日
曜
日
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

前
々
日
の
十
日
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
の
閤
、
白
石
市

八
幡
町
・
大
平
森
合
地
区
・
城
南
地
区
自
治
会
区
域
に
お
い
て
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

到
し
、
円
滑
な
避
難
誘
導
に
お
い
て
救

出
す
る
」
と
の
想
定
に
よ
り
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
午
前
九
時
に
市
内
に
一
斉
に
サ
イ
レ

ン
や
鐘
を
鳴
ら
し
て
訓
練
の
開
始
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
主
会
場
と
な
る
八
幡
町
セ
ラ
ビ
自
石

及
び
大
平
森
合
区
域
で
は
煙
火
避
難
訓

練
、
初
期
消
火
訓
練
、
車
輔
火
災
防
御

訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

6　避難は徒歩で。車やオ
　ートバイは厳禁。

7　　お年寄りや子どもの手

　　はしっかり握って。

　　近所の人たちと集団で
8塗ず決められ壕合場
　　所に。

，，1圭灘翫専2

　　2
　　　　各自が緊急避難カー

　　　　ドを身につける。
σ

、3寒北ぞ贔差藻鴇季ず

と
・
　
。

る
わ
る

す
ぎ
け

動
塀
避

移
・
は

へ
道
ど

所
い
な

場
狭
り

難
』
べ

避
き
川

94　荷物は最小限の
　　もの1こ。

10　　避難は指示された避難

　　場所へ。

1
　
　
　
　
▼

5　外出中の家族に
　1ま連絡メモ。

避難場所一覧
大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢保育園
臼　∫I　I／J、　学　†交

臼川中学校

臼川公民館
白川保育園

福岡小学校
福岡中学校

福岡公民館

北保育園
深谷小学校
深谷公民館
深谷保育園

八宮分校
長峰分校
不忘分校
蔵王分校

校分住三

小原小学校
小原中学校
小原公民館

小原保育園

中央公園
益岡 公園（含　野球場）

白石川緑地公園

鎌先公園
城東コミュニテ
ィ　セ　ン　タ　ー

白石第一小学校

白石第一幼稚園

自石第一児童館

市民体育館
白石女子高等学校

西保育園
市　役　所
勤労青少年ホーム

白石高等学校

臼石中学校

南保育園
白石第二幼稚園

働く婦人の家

臼石第二小学校

白石市中央公民館

白石工業高等学校

白石市鷹ノ巣地区コ
ミュニティセンター

東保育園
東中学校
越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園
斎　川　／」、　学　ホ交

斎川公民館
大平小学校
大平公民館
勤労者体育センター

奥州街道ふれあいの館

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
鶴
ガ

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
所
得
・
養
育
の
状
況
な
ど
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
分
か
ら
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
方

に
通
知
い
た
し
ま
す
）

〔
持
参
す
る
も
の
〕

　
①
通
知
書

　
②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

　
③
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）
名

　
　
義
の
預
金
通
帳

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入

　
し
て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加

　
入
証
明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受

　
け
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年

　金

加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す

　
今
月
は
、
平
成
六
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
ま
で
の
四
ヵ
月
分
の
児
童
手
当
が

振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
三
日

以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

　
民
課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
　
　
（
内
線
）
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

児童手当現況届受付日程表

月
　
　
日

6
月
2
1
日

6
月
2
2
日

6
月
2
3
日

6
月
2
4
日

地
区
名

越

河

斎

川

大
　
平

大
鷹
沢

臼

lI

福
　
岡

白
　
石

臼
　
石

ノ」・

原

行

政

区

全

区

全

区

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町
・
長
町
・
亘
理
町
。

短
ヶ
町
・
新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
．

清
水
小
路
・
寿
町
・
柳
町
・
本
郷
第
一
・
本
郷
第
二

本
郷
第
三
・
本
郷
第
四
・
寿
山
・
緑
が
丘
・
鷹
巣

旭
町
・
上
郡
山
・
郡
山
・
小
下
倉

全

区

時
間午前9時一午後3時

場
所

市役所第2会議室（2階〕

圓年
金
は
世
代
と
世
代
の

　
　
　
　
　
　
支
え
合
い

　
国
民
年
金
制
度
は
、
働
く
世
代
が
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
年
寄

り
の
年
金
を
支
え
、
同
時
に
次
の
世
代

に
自
分
達
も
支
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う

「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
の
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
い
ず
れ
年
を
と
り
ま
す
。
そ

の
と
き
年
金
が
支
給
さ
れ
、
生
活
が
支

え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
「
自
分
の
た

め
、
み
ん
な
の
た
め
」
に
大
切
な
義
務

で
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
キ

チ
ン
と
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）
や
共
済
組

合
（
公
務
員
等
）
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
学
生
も

当
然
加
入
で
す
）
。
手
続
き
は
、
ご
自
分

が
市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
手
続
き
は
、
忘
れ
ず
で

き
る
だ
け
早
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の

保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た

か
。　

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う

一
度
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、
お
年
寄
り
に
な
っ
た
と
き
の

老
齢
基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
老
後
の
生
活
の
支
え
が
失
わ
れ
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る

と
き
は
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
保
険
料
納
付
に
つ

い
て
も
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
Q
　
ロ
座
振
替
を
し
た
い

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
加
入
者
が
世
帯
主
で
な

　
　
　
　
　
　
い
場
合
、
ど
う
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
　
ど
な
た
の
口
座
か
ら
で
も
引
き
落

　
と
し
が
出
来
ま
す
の
で
、
引
き
落
と

　
し
し
た
い
方
の
口
座
番
号
と
そ
の
口

　
座
で
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
持
っ
て

　
税
務
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
い
た
だ

　
け
れ
ば
、
ご
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

　
落
と
し
を
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り

　
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
が
変
わ
っ

　
た
場
合
に
は
、
変
更
の
届
出
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。



過
積
載
に
対
す
る
規
制
、

　
　
　
　
　
　
取
締
り
が
強
化
さ
れ
ま
す

O
運
転
者
に
対
す
る
措
置

①
過
積
載
を
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

車
は
、
警
察
官
に
よ
り
車
の
停
止
、
車

検
証
等
の
提
示
を
求
め
ら
れ
、
積
載
重

量
を
測
定
さ
れ
ま
す
。

②
過
積
載
で
取
締
り
を
受
け
た
車
は
、

そ
の
場
で
積
載
物
を
降
ろ
す
な
ど
し
て
、

過
積
載
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

③
過
積
載
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

○
自
動
車
の
使
用
者

　
　
　
に
対
す
る
措
置

①
企
業
な
ど
、
自
動
車
の
使
用
者
は
、

運
転
者
に
積
載
に
関
す
る
道
路
交
通
法

令
の
規
定
を
守
ら
せ
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
過
積
載
の
下
命
・
容
認
を
し
た
使
用

者
等
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

③
過
積
載
で
取
締
り
を
受
け
た
車
の
使

用
者
が
、
「
過
積
載
防
止
の
た
め
の
運

行
管
理
を
行
っ
て
い
る
」
と
認
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
公
安
委
員
会
か
ら
「
過

積
載
防
止
措
置
の
指
示
」
が
出
さ
れ
ま

す
。

●
過
積
載
の
違
反
点

〔
大
型
車
〕

改
正

現
行

5
割
未
満

2
点

1
点

5
割
～
1
0
割
未
満

3
点

2
点

10

割
以
上

6
点

〔
普
通
・
二
輪
・
原
付
〕

　
　
　
　
5
割
～
1
0
割
未
満

　
5
割
未
満

2
点

改
正

現
行

1
点

1
点

2
点

2
点

m
割
以
上

O
荷
主
等
に
対
す
る
措
置

①
荷
主
等
は
、
運
転
者
に
過
積
載
を
要

求
し
た
り
、
過
積
載
と
な
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
積
載
物
を
売
っ
た
り
、
引
き

渡
し
た
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
こ
れ
に
反
し
た
荷
主
等
が
、
「
反
復

し
て
過
積
載
の
要
求
等
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
警

察
署
長
か
ら
過
積
載
の
「
再
発
防
止
命

令
」
が
出
さ
れ
ま
す
。

3
点

●
過
積
載
の
反
則
金

　
　
　
　
普
通

　
　
大
　
型

2
点

改正大

現行型

改正普

現行通

改正二

現行輪

改正原
原
付行現

10割以上

罰則適用

15，000

35，000

　12，000

30，000

　9，000

25，000

　7．000

5割～10害味満

　　40，000

　　12，000

　　30，000

　　　9，000

　　25，000

　　　7，000

　　20、000

　　　6、OOO

大型車の場合違反点6点

6月以下の懲役または

10万円以下の罰金1

～5割未満

30，000

　　9，000

25，000

　　7，000

20，000

　　6，000

159000

　　5，000

使用制限命令の適用基準

累積点数

6点以上

4点以上

2点以上

前歴の回数

な　　し

1　　回

2回以上

車種別の使用停止期間

期問

3ヵ月

2ヵ月

1ヵ月

　　車　　　種

大型・大特・重被けん引車

　普　　通　　車

自動二輪・小型特殊車

の
ロ

、
贋

　
弔
，

，
訪
，
“
・

噺
羽

9》Q
瀦

ロ
，

．
覇

し
な
い
さ
せ
な
い

　
「
目
立
ち
た
い
か
ら
、
荷
物
を
も
っ

と
積
み
た
い
か
ら
」
そ
ん
な
自
分
勝
手

な
理
由
で
自
動
車
を
改
造
し
て
し
ま
う

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
不
正
改
造
車
は
交

通
事
故
や
公
害
に
つ
な
が
る
迷
惑
で
危

険
な
行
為
で
す
。

　
交
通
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
地
球

環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
不
正
改
造
車

自
動
車
の
不
正
改
造

　
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
運
輸
省
で
は
、
自
動
車
の
不
正
改
造

　
を
防
止
す
る
た
め
に
六
月
一
日
か
ら
七

　
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
「
不
正
改
造
車

　
排
除
運
動
」
を
全
国
的
に
実
施
し
て
い

　
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
宮
城
陸
運
支
局
（
〇
二

　
二
－
二
三
五
－
二
五
一
六
）
へ
。

射
月

注
6

防
時

予
日

　
●

　
　
　
間

　
　
　
時

●日　時　6月15日1お

●対象犬　生後91日以上で、4月以

　降予防注射・登録をしていないす

　べての犬。

●料金一頭につき5，150円

※この日程でも都合のつかない方は

　指定獣医師から予防注射を受け、

　生活環境課で登録してください。

　詳しくは、健康センター内生活環

境課（内線）652へお問い合わせく

ださい。

●指定獣医師名・連絡先

話電

26－2235

25－2306

25－4734

　　住　　　戸丘
白石市半沢屋敷前73

白石市寿山33－7

白石市釈館町8二22

名

好

雄一
忠

行広

氏

斎藤
菊地
三浦

『
水
』
は
限
り
あ
る
資
源
の
一
つ
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

○
漏
水
に
ご
注
意

　
前
回
の
検
針
に
比
べ
、
急
に
水
道
の

使
用
料
が
増
し
た
と
き
は
要
注
意
で
す
。

　
全
部
の
蛇
口
を
締
め
て
、
メ
ー
タ
ー

内
の
表
示
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
動

い
て
い
れ
ば
「
漏
水
」
の
可
能
性
が
大

で
す
。
急
い
で
白
石
市
公
認
水
道
工
事

店
へ
連
絡
し
て
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
と
き
ど
き

見
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

O
水
道
工
事
や
修
繕
は

　
　
　
　
公
認
店
で

　
次
の
公
認
店
で
は
、
休
日
や
祭
日
で

も
当
番
で
対
応
し
ま
す
。
水
道
に
関
す

る
相
談
等
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

9
9
1
1
4
1
8
7
5

3
4
1
2
5
3
7
2
6

9
3
5
6
2
9
7
6
0

3
3
8
3
2
2
6
2
7

6
5
5
6
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2
2
2

費
魯
智
智
盈
智
費
費
智

業
工
一
業
店
店
備
光
業

工
機
タ
　
　
呂
　
　
産

備
備
［
産
商
風
設

設
設
　
　
　
　
ツ
　
　
　
下

一
ヤ
モ
西
藤
力
下
佐

コ
ツ
石
　
　
ル
　
　
日

工
ミ
白
上
伊
マ
日
㈲
㈲

診
が
煙

　
　
ス
ペ

　
　
職

O
水
道
料
金
は
、

　
　
便
利
な
口
座
振
替
で

　
水
道
事
業
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
毎

月
納
め
て
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
も
よ
り
の
金
融
機
関
へ
届

出
印
を
持
参
す
れ
ば
す
ぐ
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

嶺
㍉言

轄マ「

禰
韮疑

卓
一
～

．
，
磁

鈴木設備工業所　智（25）7701

島貫住設盈（26）3280
東洋設備費（24）4391
伸栄設備2監（25）2462
高橋ポンプ店智（26）3098

ユニオン工業費（26）3854

島本商店曾（26）2255
佐藤設備工業盈（25）1665

協栄工業所費（25）7342

　やはめ板などが、いつもぬれてい

　るようなとき。

◎給水管が埋めてある付近や水道メ

　ーターボックスのまわりがいつも

　ぬれているようなとき。

◎下水溝やマンホールにいつもきれ

　いな水が流れているようなとき。

◎受水タンクや高架水槽から水があ

　ふれたり、使っていないのにポン

遵水道メーターで知る

　家中の蛇口を全部閉めてから、水

道メーターを見てください。星型を

したパイロットマークか1リットル

針が動いていたら、どこかで漏水を

しています・　　　　　o受水タンク幅架水槽から水があ　　　　　k」』■
凧目や耳で知る　　　　　　　　　　　　ふれたり、使っていないのにポン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　という水の流れるような音がする　　果、使用水量が極端に多かったり、　　　　　　　　　　識’。　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　（　とき。　　　　　　　　　　　　　　料金が高かったりする場合はどこか

◎台所や浴室などの配管してある壁　　　で漏水していることがあります。一　　　　水道料金

　　　　　　　　　　　　　　度漏水を調べてみてください・　　　　　　し、つもよりイヤに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高いわ一。

　蛇ロの水もれが止まらないとき
　蛇口の水もれは、コマやパッキンが老朽化し　　　コマやパッキンを新しいものに取り替えるだけ

たり、すりへったりしたためにおこります。　　　　で簡単に直ります。

　　　　　　　　　　　　　　　コマ・パッキンの取替え方

4
！

ぐ

ヘ
ノ㌧

3
ゐ

、
2

、ノ、∫㌧

〔
監

1

　……．ii…』

鋸
第

　
叩
一

　
y
．
夕

　
、
、
一

　
糞

　
｛
で
「

　
．
ん

　
．
せ

　
家

　
韮

　
瓠
流

2の要領で蛇口の頭部を
とりつけ、止水せんを左
（○）に回して開ける。

中の古いコマ・パッキン
を取り出し、新しいもの
にかえる。

蛇口のハンドルを全開に
し、蛇ロの頭部を左（○）

に回しながらはずす。

メーターボックス内の止
水せんを、右（Q）に回し

て水を止める。

圏



　
　
　
＼

　
／
丈

うなぎの卵とじ丼

白石市食生活改善推進員

三沢つねさん
　　（大鷹沢）

〔
材
料
〕
四
人
分

う
な
ぎ
の
か
ば
や
き
四
切
、
み
つ
ば

60

9
、
た
ま
ね
ぎ
一
個
、
卵
四
個
、

だ
し
汁
、
し
ょ
う
ゆ
適
量
、
酒
大
さ

じ
3
杯

〔
作
り
方
〕

①
う
な
ぎ
は
適
当
な
幅
に
切
り
、
み
つ

ば
は
二
弛
ン
に
切
っ
て
お
く
。

②
た
ま
ね
ぎ
は
く
し
型
に
薄
く
切
る
。

③
だ
し
汁
に
し
ょ
う
ゆ
と
酒
を
加
え

て
汁
を
作
り
、
卵
は
溶
き
ほ
ぐ
し
て

お
く
。

④
浅
い
鍋
か
土
鍋
に
②
の
た
ま
ね
ぎ

と
③
の
汁
を
入
れ
し
ん
な
り
す
る
ま

で
煮
る
。

スパイス（香辛料）の働きその31

⑤
④
に
①
の
か
ば
や
き
を
並
べ
入
れ
、

溶
き
卵
を
流
し
、
み
つ
ば
を
散
ら
し

て
ふ
た
を
し
半
熟
に
な
る
ま
で
煮
て
、

｝
人
分
ず
つ
ご
飯
の
上
に
盛
る
。

◎
◎
⑪
④
⑮
⑰
①

　
暑
さ
に
向
け
て
の
ス
タ
ミ
ナ

作
り
に
ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り

の
う
な
た
ま
丼
を
ど
う
ぞ
。
作
り

方
が
簡
単
で
忙
し
い
と
き
に
ぴ

っ
た
り
で
す
。

　極端に辛いものは例外ですが、

適度な辛味は胃を刺激して、食欲

を増進してくれます。インドなど

の暑い国でカレーが作られるゆえ

んのようです。

　特にこしょうは代表的な辛味で

あり、粉に挽いたものをそろえて

いる人が多いでしょうが、こしょ

うはぜひ挽きたてのものをおすす

めします。黒こしょうだけでもペ

パーミルに入れて、挽きながら使

ってみましょう。違いが分かりま
す。

〈辛味づけのスパイス〉

こしょう、マスタード、赤唐辛子、

わさび、オニオン、山椒e　t　c

図圖囮回

■、』

9
’、

O
’

㌧
　
　
　
％

　
　
　
て

一1）
（
、

製造物責任（PL）につい

　
製
造
物
責
任
（
P
L
と
も
い
い
ま
す
）

と
は
、
「
通
常
そ
な
え
る
べ
き
安
全
性
を

欠
く
製
品
に
よ
っ
て
、
消
費
者
が
生
命
、

身
体
、
財
産
に
損
害
を
被
っ
た
場
合
に

製
造
者
等
が
お
う
べ
き
特
別
の
損
害
賠

償
責
任
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
内
部
に
欠
陥
が

あ
っ
て
、
そ
の
欠
陥
が
原
因
で
、
テ
レ
ビ

か
ら
火
が
出
て
、
家
族
が
火
傷
を
負
い
、

家
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
、

火
傷
の
治
療
費
や
家
屋
の
修
繕
費
用
な

ど
を
支
払
う
よ
う
メ
ー
カ
ー
に
要
求
し

て
も
、
今
ま
で
は
満
足
の
い
く
解
決
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
製
造
物

責
任
に
よ
っ
て
製
品
の
欠
陥
が
原
因
で

被
害
を
受
け
た
消
費
者
の
救
済
が
容
易

に
な
り
ま
す
。

　
例
と
し
て
三
月
二
十
九
日
、
大
阪
地
方

裁
判
所
は
テ
レ
ビ
か
ら
の
出
火
が
原
因

で
事
務
所
が
全
焼
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

家
電
メ
ー
カ
ー
に
四
百
四
十
万
円
の
支

払
い
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
家

電
製
品
に
つ
い
て
の
メ
ー
カ
ー
の
製
造

物
責
任
を
認
め
た
全
国
初
の
判
断
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

調査月日1平成6年4月10日

貢揃年同月瑚高値安値

消費生活モニター調査結果表

安　値

　　　88

　　498

1，500

6，000

　　　160

　　　550

　　　756

　　　828

　　　120

　　　　80

4910

　　168

　698
2，100

7，000

　　190

　　650

　　846

　　900

　　122

　　　84

5，511

貢揃年朋比

　一　27

　－145

　十ll4

　－263

　－　15

　十　33

　－　82

　－　91

　＿　　　9

　十　　9

　十　95

平均価格

　113
　575
1，780

6，420

　　185

　　570

　　794

　　859

　　120

　　82

5230

　規　　　　　格

幅25cm、長さ8m
綿牝繊用無リノ紙箱入り
｛農縮ノ」、型1｝，5㌧9

小学生調髪

コールドシ白一ト

長袖ワイシヤツ

外食並1皿
1麗店頭価額

182配達料込価額

12現金
1召現金

10㎡

品　　　目

アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

タリーニング

カレーライス

灯　　　油

レギュラーガソリン

軽　　　油
プロパンガス

安　値
　　　1奮

　　　158

　　　66

　　　198

　　　178

　　298

　　　100

　　　178

　　　298

　　　59

　　　148

高　値

　　150

　　228

　　　82

　　258

　　300

　　380

　　208

　　198

　　415

　　　148

　　255

対前年同月比

　一　12

　－　　4

　－　　6

　－　　4

　十　　4

　－　17

　－　31

　－　12

　十　　7

　－　20

　－　21

一《（1

平均価格

　　139

　　188

　　　74

　　234

245

348

170

187

362

90

185

　規　　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉lkg
袋入り100g

上白糖1kg
上級濃口1召ポリ容器入り

ポリ容器入り700g

カ1レトン入リソフト225g
紙容器入り1，000cc

カルトン入り2259
400枚1200組1紙箱ヌ、り

巾畠30cm、長さ20m

品　　目
食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　糖
しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　乳
バ　タ　ー
ティッシュペーノぐr

ラ　ソ　ブ

　　　　　　　　　競腸丑諺イン．2←4114

　　　　　　　　　今が旬のカツオ

公設白石魚市場には’毎朝新鮮な　　一初夏の昧を食卓に一
魚がいっぱい入荷します。

　魚は市民の皆様との毎日のふれあ　　　カツオのたたきに、初夏の野菜を

いがある市内の魚屋さんでお買い求　　いっぱいにしてお召し上がりくださ

めください。料理の仕方などいろい　　い。カツオの表面を強火でさっと焼

ろアドバイスしてくれます。　　　　　　きすぐに冷水で冷やし、身は厚めに

　　　　　　　　　　　　　　　　切り　ネギ、キュウリ、タマネギ、
　　　　　旬しょ㌧が、ニンニク、みょうが等を

　旬とは鮮度と安さが伴ってはじめ　　さらしてのせます。土佐じょうゆ、ま

て旬と言えます。　　　　　　　　　　たはぽん酢などで食べます。

　今年のカツオは低水温の影響で北　　　　その他魚については市内の専門店

上が遅れていましたが、6月に入っ　　で色々教えていただけますからお気

て本格的に操業にはい1）、近海の日　　　軽にご相談ください。

戻りカツオの水揚げが始まり、気仙

沼、塩釜、石巻から直送されます。

鮮度のよいのが旬の味です。

　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
先

鳥
》
羅

　
　
　
　
　
　
理
亘

　
　
　
　
　
　
亘

フ
ッ
素
に
よ
る

　
　
　
　
　
虫
歯
予
防

　
虫
歯
予
防
の
一
つ
と
し
て
フ
ッ
ソ
化

物
を
応
用
す
る
方
法
が
一
般
的
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ソ
は
エ
ナ
メ
ル
質
の
結
晶
構
造

を
変
え
て
酸
に
対
し
て
強
い
歯
質
に
し
、

ま
た
唾
液
中
の
カ
ル
シ
ゥ
ム
イ
オ
ン
、

リ
ン
酸
イ
オ
ン
と
と
も
に
歯
質
に
再
沈

着
し
て
エ
ナ
メ
ル
質
の
萌
出
後
の
成
熟

を
助
け
ま
す
。
特
に
子
供
の
萌
出
し
た

ば
か
り
の
歯
は
や
わ
ら
か
く
虫
歯
に
な

り
や
す
い
の
で
歯
が
萌
出
し
て
か
ら
表

面
が
堅
く
な
っ
て
く
る
一
年
ぐ
ら
い
の

間
に
フ
ッ
素
を
応
用
す
る
こ
と

は
か
な
り
有
効
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
フ
ッ
素
入
の
歯

磨
き
剤
を
使
用
し
た
り
、
歯
科

医
院
で
直
接
歯
に
フ
ッ
素
化
物

を
塗
布
し
て
も
ら
う
方
法
が
一

般
的
で
す
。
特
に
む
し
歯
に
な
り
や
す

い
方
に
は
フ
ッ
素
の
洗
口
液
で
ブ
ク
ブ

ク
う
が
い
を
す
る
方
法
も
有
効
だ
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
フ
ッ
素
自
体
に
は
害
性

が
あ
る
の
で
、
フ
ッ
素
に
よ
る
予
防
法

は
必
ず
歯
科
医
師
の
指
導
の
も
と
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う

に
フ
ッ
素
の
応
用
は
大
変
有
効
な
方
法

で
す
が
、
他
の
方
法
、
つ
ま
り
正
し
い

歯
の
み
が
き
方
や
規
則
正
し
い
間
食
の

と
り
方
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
の
方
が
フ

ッ
素
よ
り
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
一

あ
り
ま
せ
ん
。

　初級ワープロ教室

　　　　　受講生募集ノ

○日時6月30日困、7月1日働
　　　　の二日間　午後7時～

○場所勤労青少年ホーム

　　　　1階　集会室

○定員10名（定員になり次第締

　　　　め切ります。）

○受講料無　料

○対象者　おおむね30歳までの市内

　　　　に居住、または勤務して

　　　　いる方
○申込方法　電話及び直接来館のう

　　　　えお申し込みください。

○受付時間　13：00～21：00

　詳しくは、勤労青少年ホームまで

白石市字延命寺北21－1費25－3720へ。

ー
幻
の
カ
ラ
マ
ツ

　
　
　
　
　
　
を
見
る
ー

　　　婦人の家から　一

◆パールビーズでアクセサリー講座

　　　　　受講生募集ノ

～簡単にできて、しかも豪華さを感

じさせるパールビーズを使ってアク

セサリーを作ってみましょう。～

○日時6月29日（水）10：00～12：00

0講　師　宮城文化服装専門学校長

　　　　飯岡　絹子先生

○場所白石市働く婦人の家

○定員30人（定員になり次第締

　　　　め切ります。）

○材料代　ネックレス、ブレスレッ

　ト等、3，000～7，000円くらい。

（作るものによって値段が違います。）

○申し込み期間　6月7日～18日ま

　　　　で（費25－5095）

6月の休館日　6日、12日、20日、26日

　
カ
ラ
マ
ッ
の
天
然
分
布
の
北
限
は
、

蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字
倉
石
岳
と
白
石

市
福
岡
深
谷
字
白
萩
山
に
ま
た
が
る
地

域
で
、
隔
離
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
北
限
の
カ
ラ
マ
ツ
に
つ
い
て
生

態
学
的
、
地
質
学
的
、
遺
伝
育
種
学
的

な
広
い
分
野
か
ら
の
検
討
を
加
え
、
遺

伝
資
源
と
し
て
現
地
保
全
、
現
地
外
保

存
の
方
法
並
び
に
材
木
育
種
等
の
研
究

推
進
に
当
た
っ
て
の
素
材
活
用
上
の
位

置
付
け
を
明
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
い
分
野
の
皆
様
の
ご
参
集
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
程
　
七
月
二
十
二
日
　
現
地
外
保

存
地
視
察
　
　
「
材
木
育
種
セ
ン
タ
ー
東

北
育
種
場
」

二
十
三
日
　
自
生
地
視
察
「
馬
ノ
神
岳
」

二
十
四
日
　
討
論
会
　
白
石
市
民
会
館

○
申
し
込
み
用
紙

　
中
央
公
民
館
か
市
役
所
秘
書
広
報
課

に
ご
ざ
い
ま
す
。

o
締
め
切
り
　
六
月
十
五
日

o
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
材
木

育
種
セ
ン
タ
ー
東
北
育
種
場
　
佐
々
木

ま
で
（
〒
〇
二
〇
ー
〇
一
岩
手
県
岩

手
郡
滝
沢
村
字
大
崎
九
十
五
番
地
）

　
（
智
〇
一
九
六
－
八
八
－
四
五
一
七
）



白石市図書館費26－3004

移動図書館（こまくさ号）巡回日程表（毎月定期巡回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年4月現在
週

第

1

週

第

2

週

第

3

週

第

4

週

曜日

火

水

金

火

水

木

水

金

火

水

金

地区名

斎川

福岡
福岡
福岡

福岡

福岡
福岡
福岡
福岡
全地区

白石

白石

越河
白川

白川

白川

福岡

越河
白石
白石

白石

白石

白石

白石

白石

大平
白石
全地区

大鷹沢

大鷹沢

越河
越河
白石

白石

白石

駐車場名
斎川小学校
長　峰　分　校
鎌 先

三本木（大槻宅前）

深谷小学校
八　宮　分　校
長 袋

福岡小学校
三　住　分　校

配　　本　　※

傑山寺門前
城　南　団　地

南　中　学　校
白川第一ニュータウン

白川小学校
白川中学校
不　忘　分　校

越河小学校
アツギナイロン社宅

緑が丘市営アパート

緑が丘住宅
緑が丘県営アパート

観音崎住宅
鷹巣蛭償屋敷

旭町公園脇
大平小学校
杉浦製作所前
配　　本　　※

不　　忘　　園

大鷹沢小学校
元越河郵便局前

越　河　駅　前

萩が丘児童公園前

寿山教員住宅
寿山南公園前

時 聞

午後3：00～午後4：00

午前9：40～午前10：20

午前10：40～午前1！：20

午後1：30～午後2：00

午後2：10～午後3：30

午前10：00～午前11：00

午後1：30～午後2：00

午後2：30～午後4：00

午前9：40～午前10：40

午前9：00～午前11：50

午後1：20～午後1：50

午後2：00～午後2＝40

午後3：00～午後4：00

午後、1：30～午後2：10

午後2：20～午後3：20

午後3130～午後4：20

午前10：40～午前11＝30

午後2100～午後3＝30

午前9：30～午前10：00

午前10；10～午前10：30

午前10：40～午前ll：00

午前11＝10～午前11140

午後1：30～午後2；20

午後2：40～午後3：20

午後3：30～午後4120

午後2：30～午後3：30

午後3：40～午後4：20

午前9：00～午前11：50

午後1：50～午後2：20

午後2：30～午後3：30

午前10：20～午前10：40

午前10：50～午前11；30

午後1＝20～午後2；20

午後2＝30～午後3：20

午後3：30～午後4：20

連絡先

大槻孝

佐藤春夫

大勝吉男

電話
25－2704

24－8345

26－3735

25－3536

24－5877

25－3359

24－8342

28－2013

27－2103

27－2102

24－8344

28－2008

25－8445

25－3709

25－3518

25－3714

28－2261

～新着図書案内（抄）～

1．イラストで読むマツキントッシュ入門

　　ジョン・リゾ／ダニエル・クラーグ

　　　　　　　福崎俊博・訳
2．禅と生命科学　　　　　盛永　宗興編

3．そこが知りたい寿命の不思議

　　　　　　　早見　健著
4．死と信仰の心理　　　 臼居　利朋著

5，古文書入門ハンドブック

　　　　　　　飯倉晴武著
6．石棺から古墳時代を考える・型と材質

が表わす勢力分布　　　　間壁　忠彦著

7．すぐ役立つ法要・お墓の知識と心得

　　　　　　主婦と生活社編
8．「日本国憲法」を読み直す

　　　　井上ひさし・樋口　陽一著
9，長寿村・短命化の教訓・医と食からみた

桐原の60年　　　　　　　古守　豊甫著

　　　　　　　鷹特テル著
10．がん早期発見事典　　　監修・西満正

11．こんな眼にあったら・働きざかりの眼

科治療最前線　　　　　　山上　悠一編

12．おしゃれ香り学　　　　森田　洋子著

13．流通情報システム論　　宮下　　淳著

14．たのしい作曲のしかた　織田　英子著

15．川・湖沼、最新釣り仕掛け集　ビキナー

からベテランまで、すぐ作れるイラスト

解説　　　　　　　　　橋口彰一郎著

16．初めての茶花の入れ方・だれにでも楽

しみながらいけられる　監修・花形秀樹

17．現代新語辞典’94　　　稲子　和夫著

18．女性の短いスピーチ実例集・冠婚葬祭

　・各種行事、あなたのセンスアップ

　　　　　　現代マナー研究会
19，階上に住む女　　　　　新津きよみ著

20．アフリカの燕　　　　　伊集院　静著

21．悪と不純の楽しさ　　　曽野　綾子著

22．たとえ朝が来ても　　　北方　謙三著

23．三鬼の剣　　　　　　　鳥羽　　亮著

24，海の榮一伊勢・大和路恋歌一

　　　　　　　澤田ふじ子著
25．心の光景　　　　　　　高橋三千綱著

26，苺ミルク　　　　　　　益田　喜頓著

27．銃口　上・下　　　　　三浦綾子著

28．帳居合わせ　　　　　　駒井喜久子著

29，嘘　　アニータ・ブルックナー著

　　　　　　　小野寺健訳
30，ブラザリー・ラヴ　ピート・デクスター著

　　　　　　　上原英見訳
※自動車文庫配本所について、詳しくは市図書館へ。

子どもの本
図書館利用案内

昨年度発行された児童図書の中か

ら、子どもたちに読んでほしい本300

冊を宮城県図書館から借り受け、移

動展示をするものです。お子さんと

一緒におでかけください。

○日時6月24日ゆ）～26日（日〉

○場所図書館2階文化室

○開館時間

火～土曜日　9時～17時

日曜日10時～16時
○休館日

　6月6日（月）、13日〔月）、20日〔月）・27

日（月1・30日（刺月末整理日

31，おやさまの12カ月　　　版画田代三善

32．町のねずみといなかのねずみ

　　　　ヘレン・クレイグ再話・絵

　　　　　　　清水奈緒子訳
33，こねこのトムとあひるのジマイマのお

はなし　ビアトリクス・ポターさく・え

　　　　　　おびかゆくこやく
34．講談社パノラマ図鑑、トンボ

　　　　　杉村光俊・文・写真
35，まんがかき方事典　　　飯塚よし照著

6月9日スパッシュランド
研修棟オープン”予約受付中”

昨年度から建設工事を進めていま

したスパッシュランドしろいし石刑彦

棟がいよいよ6月にオープンします。

温泉気分、スポーツ感覚で機能充

実したスパッシュランドしろいしを

ご利用ください。

o研修棟貸室利用料金のご案内

不忘の間（A・B）　　各27畳

1時間当たり　　　　　1，200円

蔵王の間（A・B）　　各18畳

1時間当たり　　　　　　800円

研修室（201～209）　　各10畳

1時間当たり　　　　　　600円

　器▲曇霊・・▲曇ロ

《個人会員》

O会員料金：年間51，500円です。

　（次年以降41，200円）

○特典1一年間何度利用してもフリ

　　ーパスです。
《市民会員》

白石市民の家族単位に発行する会

員証で会員料金は年間5，150円です。

○特典：割引料金で利用できます。

（一般利用料金の約2／3の割引に

なります。）

《特別法人会員》

○会員料金

市内……初回登録料10，000円

○合宿宿泊にもご利用できます。

（利用時間15：00～翌日11：00まで）

蔵王の間、不忘の間

　一人一泊素泊まり　　3，000円

研修室（201～209）

　一人一泊素泊まり　　4，500円

（いずれも施設利用料・入湯税込み）

※蔵王の間、不忘の間は6人以上で

ご利用ください。

その他、詳しくはスパッシュラン

ドしろいし（台29－2326）までお問

い合わせください。

一口　51，500円

90枚のチケットを交付

市外……初回登録料20，000円

一口　103，000円

180枚のチケットを交付

○特典：

市内・市外とも1，540円の利用料

金がお一人1回510円で利用できます。

※会員証の更新手続きについては有

効期問の切れる1ヵ月前に各会員

に通知します。ぜひ更新手続きを

　されて、引き続きスパッシュラン

　ドしろいしをご利用いただきます

ようお願いいたします。

輯鎧蘇
二
一

、㌔一

蛎

置「

●水泳教室

　月曜コース（基礎コース）

　火曜コース（中級コース）

　金曜コース（基礎コース）

●トレーニング教室

　月曜コース（基礎コース）

　金曜コース（基礎コース）

●エアロビクス教室

　基礎コース、中級コース

●アクアビクス教室

※教室、コースにより開催時間、送

迎バスの運行経路が異なります。

お申し込み、お問い合わせはスパ

　ッシュランドしろいし（奮29－2326）

　までどうぞ。

228

1

湯っくり、湯ったり

温泉健康講座受講生募集！

　スパッシュランドしろいしの温泉

につかりながら楽しいお話を聴いた

り、レクリェーションをしたり、湯

っくり、湯ったり楽しいひとときを

過ごしませんか。

O日時平成6年6月一平成7年
　3月までの第3水曜日10：30～14130

0場　所　スパッシュランドしろいし

○定員35名
○受講料　2，000円（施設利用料金、

　　　資料代等）
○申し込み先　スパッシュランドし

　ろいしまで直接電話でお申し込み

　ください。　（費29－2326）

⇔高山植物観察会

中央蔵王の大自然に触れ、高山植

物の成育に関する知識を高めます。

○日時7月3日（日）午前9時
　　中央公民館集合（小雨決行）

○場所中央蔵王
○対象・募集人員

市民30人（定員次第締切り）

○講　師　蔵王自然保護協会員

○参加費　2，000円（マイクロバス代

　　　ほか）
○持参するもの　水筒

○申し込み方法

　6月6日～15日までに会費を添え

て中央公民館にお申し込みください。

※山歩きできる服装で参加してくだ

　さい。

昨年度に引き続き、今年度も自石

市中央公民館において「つくしひろ

ば」を開設いたします。

　「つくしひろば」は、近隣の親の

方々の情報交換、仲間づくりをはか

りながら、家庭教育に関する学習や

親と子のふれあい活動、子育てグル

ープ活動を行います。

　いつでも、どなたでも、お気軽に

参加できます。ご利用ください。

○開設期間　平成6年6月7日敏）～

　　　　平成7年3月
　　　　毎週火曜日の午前10時

　　　　～午後3時
○開設場所　臼石市中央公民館

　　　　図書室及び広場

○参加費無料
　詳しくは、教育委員会生涯学習課

社会教育係　奮25－2111（内線）409

・410へお問い合わせください。



～
　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　の、

4

白石市職員；を募集します
一消費生活講座

「消費者大学」受講生募集

○職種及び採用予定人員

　〈上級〉行　政　　　若干名

　〈上級〉保健婦て士）　若干名

○受験資格

〈上級：行政〉

　昭和44年4月2日から昭和48年4

月1日までに生まれた者で、大学卒

業以上の者または卒業見込みの者

〈上級：保健婦（士〉〉

　昭和44年4月2日から昭和48年4

月1日までに生まれた者で、保健婦

（士）の資格を有する者または平成7

年4月30日までに資格取得見込みの者。

o試験場所　白石市役所

○試験日時

（第1次試験）

　・試験日　平成6年7月31日（日）

　・時　間　午前10時～午後4時

　・試験種目

　教養試験、専門試験、論文試験

（第2次試験）

　。試験日　9月上旬

　・試験種目

　人物試験、身体検査、身上調査

○採用時期　平成7年4月1日

○受験手続

　受験申し込みは市役所総務部総務

課に用意された用紙を使用し、所要

事項を記入の上提出してください。

○申し込み受付期間

　平成6年6月6日（月）

　　　　～7月5日（幻

　8時30分～17時（土、日は除く）

○その他

　受験申込用紙の請求を郵便で行う

場合は、宛先明記の返信用封筒（大

学ノートの入る大きさに、130円切手

を貼付）を同封してください。受験

手続き、その他受験に関する問い合

わせは、総務部総務課人事係a25－

2111（内線）331へ。

一白石市外二町組合一

公立刈田綜合病院職員を募集します

　消費生活について学び、賢い消費

者になりませんか1

　ご近所または、お友達をお誘いの

上、ぜひこの機会に受講してください。

O日　時　6、7、9、10月の毎月

　　　　第4金曜日10＝00～12：00

0会場　白石市役所会議室

○内容
　・契約のトラブルを防ぐために

　・輸入米を使っての料理講習

　・市役所定例議会傍聴予定

　・その他

○定員30名
※都合により変更する場合がありま

　すのでご了承ください。

o申し込み・問い合わせ先

　6月10日までに電話で民生部生活

環境課台25－2111（内線）653へお申

し込みください。

夏山親子のつどい
　　　　　参加者募集

○職種及び採用予定人員

【医療職】看護婦　若干名

○受験資格

平成6年6月1日現在満年齢35歳

未満の者で看護婦免許取得者

o試験場所　公立刈田綜合病院

○試験日時・種目

【第1次試験】

　日　時平成6年6月26日旧）

　　　　　10二〇〇～12：00

試験種目　作文試験

【第2次試験】

　日　時　7月上旬
試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　身上調査

○採用年月日　平成6年9月1日

○受験手続

　。受験申し込み用紙は、公立刈田

綜合病院に用意された用紙を使用し、

所要事項を記入のうえ提出してくだ

さい。

　。申し込み受付期間・時間

　　6月6日〔月）～17日（斜

　平日8：30～17：00
　　（第2土曜日を除く）

　　（郵送の場合は17日消印有効）

Qその他

　受験申し込み用紙の請求を郵便で

行う場合は、宛先明記の返信用封筒

（大学ノートの入る大きさに130円

切手貼付）を同封してください。

○問い合わせ先

　公立刈田綜合病院庶務課人事係，

　費25－2145（内線323）

○期日

o会場

象
員
容

対
定
内
O
O
O

平成6年7月29～31日

宮城県蔵王少年自然の家

（蔵王町遠刈田温泉上の

原155－1盈34－21Ql）

小学生以上の親子

70組　200人

野外ゲーム、魚のてつか

み、こけしの絵付け、ハ

イキング、野外炊飯、キ

ヤンプファイヤー等

○参加料　3，500円（食事代、材料

　　　　費、保険代等）

○申し込み方法・問い合わせ先

電話で蔵王少年自然の家あてに申

　し込んでください。（盈34－2101）

○受け付け期間6月10日～6月20日

締切り以前でも定員になり次第締

　め切りますのでお早めにお申し込

　みください。

刈田病院の土曜休診日は6月11日・25日です（ただし・急患は受付します）

閣

蔵王ファミリー登山
　　　　　参加者募集

高山植物の蔵王に家族でチャレン

ジしませんか〃

O日　時　6月26日（日）小雨決行

○対　象　小学生4年生以上の子供

　　　　とその家族

○定員46人（定員になり次第締

　　　　め切ります）

○コース　刈田岳一熊野岳一自然園

　一追分一かもしか温泉一審の磧

○参加費　一人1，000円

○問い合わせ・申し込み

　6月17日までに参加費を添えて教

育委員会生涯学習課体育係　費25－

2111（内線）412・413までお申込み

ください。

ママさんバレー
　　　　　　会員募集

　白石やまぶきではバレーボールの

仲間を募集しています。革ボールの

9人制です。ぜひ練習を見学におい

でください。

O日時月曜日と金曜日7：30～
○会場月曜、白石中学校体育館

　　　　金曜日、東中学校体育館

○連絡先　㈹菊地富士子　26－3778

　　　　回椎名　則子　25－6826

ρ1ノ）

一初心者大歓迎
シルバーダンスパーティー
　　　　　　　参加者募集

健康の保持増進のためにぜひご参

加ください。

時
場
者

　
　
象

日
会
対
O
O
O

6月18日（ガ18：30～

中央公民館大ホール

女子は60歳以上

男子は年齢を問いません。

（参加希望者は、当日直接会場にお

いで下さい。）

○問い合わせ先　ダンスパル白石

　跡部政敏　26－3640

白石市の写真を探しています

　鮎’

響贋

、轡

　　　　　　もノ　　　　　　さ

　　　　題　 ’瞬
　　　　　驚　　　，で

　　　　　　　　L－r

　今年、白石市は市制施行40周年を

迎えます。これを記念し小冊子を市

　内の家庭各戸にお配りする予定です

　が、この小冊子に掲載するための昭

和29年以降の古いネガ、写真を探し

　ております。あなたのアルバムに眠

　っている歴史の記録をぜひお寄せく

　ださい。

　（なおネガ、写真は使用後返却いた

　します。）

　○対象　昭和29年～現在までの、

　　　　　その当時の街並みや風俗

　　　　　がわかる写真、又はネガ

　　　（白黒、カラーを問いません）

　○送付方法

　住所、氏名、年齢、何年当時のど

　ういう写真なのかを明記のうえ市秘

　書広報課（〒989－02市内大手町1－

　1容25－2111内線312）にご送付くだ

　さい。

〈前原康夫氏提供

家庭介護者教室受講生募集

　家庭介護でお悩みの皆様に多くの

知識や技術を習得していただき、日

常介護面での問題を解決していただ

こうと家庭介護者教室を開催いたし

ます。

○期　日　7月8日　9：30～15：00

　　　　8月7日　10：00～15：00

　　　　9月11日　　　　〃

　　　　10月16日　　　　〃

○会場デイサービスセンター吹

　　　　上荘

○定員25人
　（ただし、定員になり次第締め切

　らせていただきます。）

○交通市役所駐車場から会場ま

　　　　で送迎いたします。

　（第1回のみ9時出発、2回目以
降は9時30分発）

○内容
1　医学、介護知識及び基礎実技

2　老人の心理的特性及び基礎的接

　遇に関する知識

3　家政、栄養調理に関する知識

4　日常生活用具の利用方法及び日

　常訓練に関する知識

O申し込み先　白石市福祉事務所

　　　　　費25－2111（内線）155

　　　　　デイサービスセンタ

　　　　　ー吹上荘君24－5500

自衛隊幹部候補生募集

O応募資格　22歳以上26歳未満で大

学卒業程度の学力を有するもの

○受

o試

付　5月9日～6月17日

医科、歯科、薬剤科卒業者

は6月1日～7月15日

験第1次6月25、26日
　　（飛行要員は2日間）

　医科等は7月28日

○合格発表　9月20日

　　　　医科等は10月5日

　　　　入隊は平成7年3月

　　　　下旬
○俸　　給　207，200円

○問い合わせ先　詳しくは大河原募

集事務所費0224－53－2185へお問い

合わせください。



　　趣◎§轡

■人口42，283人（前月比）　27圏世帯数

　脚20・755　辱2L528書12・383
※住民基本台帳から

　4月30日現在

梅
雨時はがけ崩れのシーズン

　みんなて防こう±砂入害

‡舳災害防止月間

　6／1ゆ30

休日当番医
6月5日
内科　三浦クリニック　智25－6854

外科　刈　田　病　院　盈25－2145

歯科　富岡歯科医院　智24－4362

6月12日

内科　刈　田　病　院　費25－2145

外科　刈　田　病　院　費25－2145

歯科亘理歯科医院智26－2563
6月19日

内科　刈　田　病　院　智25－2145

外科　刈　田　病　院　費25－2145

歯科　三沢歯科クリニ・ソク　費25－6483

6月26日

内科広瀬医院費25－0283
外科　銭　谷　医　院　曾25－2010

歯科　水野歯科医院　智26－2401

7月3日
内科　海　上　医　院　費25－1501

外科　刈　田　病　院　智25L2145

歯科村上歯科医院盈33－4125
※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故
4／16～5／15　　　　（）は累計

　事故発生件数37件（245件）

　死亡者数　0人（3人）

　負傷者数　8人（48人）

　物損件数26｛牛（192件）

市内のシートベルト着用率

5月17日　9：30～10：00　78％

（旧国道4号・市役所前調査）

我が国は山地が多く地盤がもろい

ため、梅雨期、台風期の洪水時に土

石流、がけ崩れなどの土砂災害で多

くの人命が奪われています。

土砂災害から身を守るために土砂

災害に対する知識を深めるとともに

どんな場所が危険であるか災害時に

おける行動、備えを日頃から心がけ

ましょう。

第

L塑崩れ防災週間6／1⇒7

◇雨に注意していますか？

土砂災害は気候状況によって違い

ますが1時問に20ミリ以上、または

降り始めてから100ミリ以上になった

ら注意して、危ないと思ったら早め

に避難しましょう。

　なお、宅地のがけを削ったり水路

等を作るときは市建設課費25－2111

（内線）264、又は大河原土木事務所

智0224－53－3125へご相談ください。

7回蔵王山麓夏休み一生懸命キャンプ

今年は水をテーマに水の源流を探

り、また遊び体験をとおして素晴ら

しい蔵王山麓の自然を楽しみます。

日時8月6日10：00～8日15100
　　　市役所前集合・解散

対象小学校4～6年の児童

定員50人
費　用　5，000円（食事、保険料、教

材費を含む）当日米5合を持参して

ください。説明会当日参加費を集め

公

ます。※看護婦さんが常駐します。

場所南蔵王青少年旅行村
989－05　七ヶ宿町上ノ平29費37－2134

内　容　キャンプファイヤー、魚つ

かみ、ハイキング、天体観測、バタ

ーづくり、七ヶ宿ダム湖底見学、等

申し込み・問い合わせ先

　7月12日までに㈹白石青年会議所

まで直接持参又は郵送してください。

奮24－4555（10：00～15：00土日を除く）

立刈田綜合病院からのお知らせ

公立刈田綜合病院の皮膚科では6

月1日から医薬分業の制度を取り入

れ「院外処方せん」を発行すること

になりました。

受付、診察、会計はこれまでどお

りですが、診療が終った後に窓口で

「院外処方せん」を受け取り、患者

さんの都合のいい保険薬局にその「処

方せん」を持参して薬をもらうこと

ができます。

医薬分業は、患者さんにとって、

薬についての相談や、服用している

薬についての説明を受けることがで

きるという長所があります。

　この制度は決して面倒なものでは

ありません。

　詳しくは公立刈田綜合病院の窓口

か相談コーナーにお尋ねください。

患者さんは、お医者さんに診察や
検査をしてもらい、薬が必要な時
には、お医者さんが「処方せん」

を書いて患者さんに渡します。

これを「院外処方籔」と言います。

自分のつごうの良い時間に自宅の近く

又はいきつけの薬局で「処方せん」と
交換に、薬剤師から「くすり」をもら
う。　（代理人が取りに行っても良い）

平
　　成6年度商業統計調査にこ協力を

通商産業省では、7月1日現在で

平成6年商業統計調査を行います。

　この調査は全国の卸売業、小売業

の実態を把握することを目的として

調査が行われ、昭和27年に始まって

以来、今回で19回目を迎えることに

なります。

そのため、調査員がお伺いした際

には、皆様のご協力についてよろし

くお願いします。

○問い合わせ先

市役所総務部企画財政課統計係費

25－2！1！（内線）364

電
話交換機の切替工事を行います

N　T　T仙南支店では、北白川27局

・不忘24局（24－8△△△）の交換

機を、最新型の交換機に切り替える

工事を6月8日（調に実施いたします。

切替工事に伴って午後2時から2

時15分までの問、約1～2分程度電

話の使用ができなくなりますのでご

不便をおかけいたしますが、ご理解

をいただきますようお願いいたしま

す。

※切替時のお問い合わせは、ll3番

へ1

0切替日時
平成6年6月8日〔水1午後2時～

o問い合わせ先

　NTT仙南支店マルチメディア推

進室（ao224－52－4100）

口座振替の軽自動車税納税証明書

（継続検査用）の送付について

軽自動車税の口座振替を利用して

いる方の継続検査用（車検）の納税

証明書については、6月中旬に送付

いたしますが、その前に必要な方は

税務課総務係奮25－2111（内線）145

までお問い合わせください。

　6月30日は、市県民税（第1期分）

国民健康保険税（第3期分）の納期

限です。！

白
石郵便局からのお知らせ

第33回かんぽ作文コンクール

　　　　　　　作品募集中

市税の納入にはぜひ口座振替をご

利用ください。

『かもめ一る』発売

平成6年暑中見舞用郵便葉書（愛

称『かもめ一る』）　が6月1日から

全国一斉に発売になります。

種類は、無地、全国版の「飛行船」

「キイチゴとタデ草」、地方版の「薫

風」がございます。　（各50円）

守ろう育てよう
　みどりの豊かな森林を

世界的に森林資源の危機が叫ばれ

ている今日、郵便局では各営林局と

タイアップして、国有林の分収育林

制度（緑のオーナー制度）に参加す

るための資金づくりとして目的貯金

を販売してお1）ます。

○募集期間　平成6年6月30日まで

○緑のオーナー1口の金額

50万円型又は25万円型（2種類）

詳しくは郵便局の窓口またはセー

　ルスマンにおたずねください。）

小学校5・6年生、中学生を対象

に作文を募集しています。

○テーマ

11｝簡易保険に関係があるもの

121家族ってなんだろう

13｝自由題

○応募のきまり

11）400字詰め原稿用紙3枚以上5枚

　以内
12）他のコンクールや出版物に未発

　表のもの
〔3）応募は一人一点まで

○締め切り・提出先

　6月30日までにお近くの郵便局へ

　お持ちください。
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〉碧水園からイベント情報r
　●第3回白石市伝統芸能フェスティバル

　白石市内の伝統芸能を、日頃の練習成果を

一同に会して繰り広げられることになりまし
た。

　市民のみなさまの入場を心よりお待ちして

おりますので、ご声援をお願いいたします。

　日　　　時　6月5日（日〉午前10時開演　　　　　1

入場整理券獄杢園事務室からお誓

禽暮露薦羅欝塞／
　　　　詩吟等　　　　1
　●みなづきの茶会　裏干家　　　　　　　L

　日時6月5日（日〉10：00～15100

遜五猫墨墨塾察

尋ピ沙1瑛循館

，瀦、r筆淵醜繁ん
「白石市の風景」

蜀

　
　
　
　
福
　
　
建

鰍
、
、

中橋由布子ちゃん（小原）

　　均さん、はっ子さんの次女

ママからひとこと

他人の気持をわかってあげられる優しい子に

なってネ

パパからひとこと

大きくなってもずっとおとうさんのそばにい

てネ

謡融白石城複元

薫

』

本丸から三階櫓には石段を登　　　　　　　　　　　・’1

って入る。かなり急な石段で、　　　　　　　　　　　　疑
侍が袴をはいて登るのはさぞ苦　　1女零醐二・　　　『、

　　　　　　　　　墨ご、労したろう。櫓に登る途中から　　　P　　臨滋

出入口にあたる屋根が覆いかぶ＼

瀞臨輸金覇疇
真っ最中だ。　　　　　　　　．嵯趨

　　　　　　　　　薦ヌ屋根の野地板張りがほぼ終わ・

り、軒先に乗る平瓦をしっかり安定させるために丸く扶ってい

る。平瓦は、どこの軒先にどの瓦を置くかが一枚一枚決まって

いる。瓦の裏に印が付けてあり、その瓦にぴったり合うように

挟っていかなければならない。瓦を乗せては隙間を確認して削

るという、まさにミリ単位の精度で仕上げていく。

これが終わると、屋根全面に銅板が張られる。雨漏りを防ぐ

ためである。二重三重の気配りの結果、百年以上も長持ちする

城ができあがるのである。すでに平瓦、丸瓦のほとんどは、現

場に到着している。6月中旬頃には瓦葺き職人が入り、いよい

よいぶし銀の瓦が三階櫓を覆いはじめることになる。
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10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14＝00

10：30～11：30

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　⑧2

第2会議室　　＠2

第2会議室　⑧2

福祉事務所内相談室

　　　　＠1
第3会議室　＠3
健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　　＠1

第4会議室　＠4

電話相談、手話での相談もできます。雪25－2111内線351
　　　　　第3会議室　　＠310：00～15：00

9：00～17：00

！0：00～12：00

9：30～11：00

青少年相談センター

　　　　＠4

市民室　＠1

健康センター


